
日 本 標 準 産 業 分 類 第 １４ 回 改 定 案 （Ｒ－サービス業（他に分類されないもの））

改 定 理 由

小分類
番号

細分類
番号

小分類
番号

細分類
番号

891 自動車整備業 891 自動車整備業

8919 その他の自動車整備業
主として自動車の車体や電装品，タイヤ等の部

分品の整備修理，自動車エンジンの再生，自動車
の清掃などを行う事業所をいう。
○自動車車体修理業；自動車車体整備業；自動
車再塗装業；自動車溶接業（自動車修理のため
のもの）；自動車電装品整備業；自動車蓄電池修
理業；自動車タイヤ修理業；自動車タイヤ整備業；
自動車ブレーキ修理業；自動車部品整備業；自動
車エンジン修理業；自動車再生業；自動車エンジ
ン再生業；自動車工場（自動車・自動車エンジンの
再生を主とするもの）；自動車清掃業；自動車洗車
業；自動車ガラス修理業；自動車フィルム施工業

8919 その他の自動車整備業
主として自動車の車体や電装品，タイヤ等の部

分品の整備修理，自動車エンジンの再生，自動車
の清掃などを行う事業所をいう。
○自動車車体修理業；自動車車体整備業；自動
車再塗装業；自動車溶接業（自動車修理のため
のもの）；自動車電装品整備業；自動車蓄電池修
理業；自動車タイヤ修理業；自動車タイヤ整備業；
自動車ブレーキ修理業；自動車部品整備業；自動
車エンジン修理業；自動車再生業；自動車エンジ
ン再生業；自動車工場（自動車・自動車エンジンの
再生を主とするもの）；自動車清掃業；自動車洗車
業；自動車ガラス修理業

自動車フィルムの装着による航続距離の伸長
は、2035年までの乗用車新車販売における電動
車100%の実現に向けたカーボンニュートラルの実
現に資するものである。

現在は、自動車フィルムに関する分類項目と内
容例示がないため、細分類「5913 自動車部分品・
附属品小売業」と「8919 その他の自動車整備業」
のいずれかに分類される可能性があり、調査ごと
に分類が異なっているおそれがある。

自動車フィルム関係の経済実態を適切に把握で
きるようにするためには、「自動車フィルム施工
業」として内容例示を追加し、その位置付けを明
確化することが効果的である。

なお、一般的に個人による自動車フィルムの十
分な装着は困難であるため、自動車フィルム販売
店は販売とその施工を行うことが多いと見込まれ
る。さらにフィルム販売額とその施工額を比べる
と、その施工額が過半を占めるとされていることを
踏まえ、例示の追記箇所として「8919 その他の自
動車整備業」としている。

この中分類には，自動車の整備修理を行う事業所が分類される。
自動車の整備修理と販売（取次ぎを含まない）とを行う事業所は大分類I

－卸売業，小売業［542又は591］に分類される。

この中分類には，自動車の整備修理を行う事業所が分類される。
自動車の整備修理と販売（取次ぎを含まない）とを行う事業所は大分類I

－卸売業，小売業［542又は591］に分類される。

改 定 素 案 現 行（ 第１３回 改定 ）
中分類８９－自動車整備業 中分類８９－自動車整備業

総 説 総 説
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